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環境省⼤⾂官房 環境保健部 企画課 熱中症対策室
（実⾏委員は⽒名50⾳順）（2024年4⽉現在）連 携

○⼈・⾃治体・企業・・・みんなで「声をかける」というコミュニケーションの
⼒で熱中症による死亡者ゼロを⽬指しています。

○全国の⾃治体・企業やメディア・地域コミュニティなどが官⺠⼀体で、
熱中症予防の声かけの輪を広げていくプロジェクト。

※熱中症予防声かけプロジェクト事務局作成資料より抜粋

○2011年に発⾜。
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主な取り組み（１）

① 省庁、⾃治体との連携

国⼟交通省
農林⽔産省

②⺠間企業との連携

啓発マグネットシート

温度計付き
カードや
ポスター啓発
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主な取り組み（２）

③ ⾏政・教育現場向け啓発活動
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主な取り組み（３）

④官⺠連携イベント
⼤阪道頓堀
(後援:⼤阪市／協⼒:森永製菓)

名古屋駅JRゲートタワー
(後援:名古屋市／協⼒:キリンビバレッジ)

福岡JR天神駅前
(後援:福岡市／協⼒:森永製菓)

⑤メディア
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主な取り組み（４）

熱中症対策アドバイザー
夏季のイベントやスポーツ⼤会会場など熱中症発⽣リスクの⾼いシーンで
適切な熱中症対策を⾏うアドバイザーを養成する講座です。
2017年スタート。WEB受講＆試験により、実践的に学んでいただいています。

アドバイザーの⽅々は、イベント会場などの場で活躍されています︕

後援

全国2万4,880⼈
熱中症対策アドバイザー

⑥⼈材養成
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今後、スポーツ庁と連携予定の取り組み

１．スポーツ庁との連携目的

官民一体となって、暑い時期に、運動やスポーツそしてスポーツ観戦をする皆様に
熱中症予防や対策方法を啓発する事で、夏のスポーツシーンを楽しんでもらう。
→夏に運動人口を減らさないことで国民の健康を守る！

２．今夏の連携に向けた提案

① 連携啓発ポスターの作成

ロゴ連携イメージ→
※熱中症予防声かけプロジェクトは、スポーツ庁の「Sport in Lifeコンソーシアム」
に加盟し、熱中症対策を通じてスポーツ実施率の向上に取り組んでいます。

② 連携WEBコンテンツの制作

③ リアル連携（自治体のスポーツ活動との連携など）

３．来年度に向けた提案

2026年度「ひと涼みアワード」スポーツ庁長官賞の設定
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